
2022 年度タカラ・ハーモニストファンド活動助成報告 

 

西表島・浦内川における希少魚類のモニタリング 
 

特定非営利活動法人西表島エコツーリズム協会                  沖縄県 

 

 

【活動の背景と目的】 

沖縄県・西表島に流れる浦内川は、主流長がわずか 20km でありながら、環境省指定の

絶滅危惧種（ⅠA～Ⅱ類まで）に指定されている魚類が 40 種以上確認されている。その

中には国内では浦内川のみに生息する魚類も何種か含まれ、国内でも屈指の魚類の多様

性を誇る川である。源流部から海に流れ出るまでの間、まったく人口の堤防が築かれて

いない稀に見る豊かな環境を誇る川だが、地球温暖化の影響や観光客の増加等によって、

その環境が変化していくことが懸念されている。 

西表島エコツーリズム協会では、2015 年より浦内川の中流域（淡水域）において、希

少魚類６種のモニタリング（個体数調査）を実施している。本活動では、長期にわたっ

てモニタリングを継続し、環境の変化を察知することで、豊かな浦内川の保全に貢献す

ることを目的とする。 

 

【実施概要】 

（１） 調査内容 

浦内川における希少魚類６種の個体数調査 

 

（２） 調査エリア 

浦内川中流域・マリュドゥ滝下から軍艦岩まで 

淵ごとに 11 の調査区分を設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 調査方法 

対象魚 6 種の個体数をスキンダイビングによりカウントする。また、可能な限り対

象魚の静止画、動画の撮影をし、記録をのこす。調査は水温の変化に合わせて年に

３回実施する。 

 

 

 

 

 

 

 



（４） 調査対象魚 

  ・カワボラ（CR） 

・ウラウチフエダイ（CR） 

・ヨコシマイサキ（CR） 

・ニセシマイサキ（CR） 

・シミズシマイサキ（CR） 

・ナガレフウライボラ（EN） 

 ※環境省レッドリストにおいて、CR は絶滅危惧ⅠA 類、EN は絶滅危惧ⅠB 類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

 

 

  

 
 



（５） 実施体制 

調査員：地域のダイビングガイド、西表島エコツーリズム協会職員 

調査統括：西表島エコツーリズム協会事務局 

アドバイザー：魚類専門家 

 

参考：魚種同定のための資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【実施結果】 

全３回の調査を実施した。（夏季：９月、冬季：２月、春季：４月） 

※2022 中に 3 回の調査を予定していたが、2022 年は年間を通して降水量が非常に多く

（年間平均降水量 2240 ㎜に対し、2022 年の年間降水量 3642mm）、調査に適さない

コンディションが続いたため、2023 年度以降の実施となった。 

 

（１） 第１回調査 

 実施日時：2023 年 9 月 28 日 9：30～13：00 

 天候：晴れ 気温：31℃ 水温：27℃ 水量：ふつう 透明度：良好 

 調査員：７名 

 調査結果（確認個体数）※公表不可、取扱注意 

・カワボラ（１） 

・ウラウチフエダイ（４） 

・ヨコシマイサキ（３） 

・ニセシマイサキ（７） 

・シミズシマイサキ（０） 

・ナガレフウライボラ（０） 

 

特記事項等 

  ○カワボラは複数人が確認。9 区域内を遊泳。 

  ○ナガレフウライボラ、ウラウチフエダイが少なめ。まだ水温が高いので、調査区域

よりさらに下流に移動していると予想。 

  ○ヨコシマイサキ、シミズシマイサキは確認できず。 

  

調査のようす 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２） 第２回調査 

実施日時：2024 年 2 月 22 日 9：00～12：00 

 天候：晴れ 気温：26℃ 水温：22℃ 水量：やや多め 透明度：良好 

 調査員：５名 

 調査結果（確認個体数）※公表不可、取扱注意 

・カワボラ（２） 

・ウラウチフエダイ（０） 

・ヨコシマイサキ（０） 

・ニセシマイサキ（２） 

・シミズシマイサキ（０） 

・ナガレフウライボラ（６） 

 

 

 調査のようす 

       

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３） 第３回調査 

 実施日時：2024 年 4 月 22 日 9：30～13：00 

 天候：晴れ 気温：24℃ 水温：27℃ 水量：やや多め 透明度：やや不良 

 調査員：５名 

 調査結果（確認個体数）※公表不可、取扱注意 

・カワボラ（１） 

・ウラウチフエダイ（３） 

・ヨコシマイサキ（０） 

・ニセシマイサキ（０） 

・シミズシマイサキ（１） 

・ナガレフウライボラ（８） 

 

 特記事項等 

 ○数日前の降雨の影響か、透明度や予想以上に悪く、全体的に魚も少なかった。 

  

 調査のようす 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

【結果考察】 

３回の調査で、６種の対象魚の内、カワボラ、ナガレフウライボラについては、安定

的に一定数の個体を確認できたが、ヨコシマイサキ、シミズシマイサキについては、個

体が全く確認できない回もあった。 

調査区域の周辺環境については、人工物の設置や観光利用の増加などは見られず、特

に大きな変化は見られない。気になる点としては、2024 年冬季（２月）調査時の水温が

22℃と非常に高く、2016 年に調査を開始して以来、初めて冬季に 20℃を下回らなかっ

た。西表島の周辺海域では、近年、特に夏季の水温が高い状態が続いており、サンゴの

白化によるサンゴ礁の減少が進んでいる。今後、そういった要因により海域の生態系が

変化していくと、生息する魚類のほとんどが両側回遊魚である浦内川の生態系も変化す

る可能性がある。 

 

【課題】 

西表島は年間を通して降雨量が多く、雨が降るとすぐに大量の雨水が浦内川にも流れ

込む。そのため水量や透明度の変化が大きく、調査を実施できるコンディションが限ら

れてくる。現在、この調査は、地元在住のダイビングガイドを調査員としており、本業

の傍らで協力いただいているため、コンディションの良いタイミングで、調査員を収集

することが難しいことも多々ある。今後、調査を継続していくためには、調査員を育成

して増やす必要があると考えている。 

 

【展望】 

今後も、年３回程度の調査を継続し、対象魚の個体数の変化を調べることにより、浦

内川の環境が良好に保たれているか見守っていきたいと考えている。 

調査の開始時から定期的に専門家のアドバイスを受けているが、最近、専門家がカワ

ボラの近似種の存在の可能性について言及をしていた。今後の調査では、その可能性も

視野に入れ、これまでのスキンダイビングでの遊泳調査に加え、一部区域でのスクーバ

ダイビングでの調査も行いたいと考えている。また、個体確認の可能性を増やすために、

写真での記録に加え、動画での記録も行っていきたい。 

また、本調査を始めるきっかけとなった、2015 年の竹富町による緊急時水道導水管の

敷設については、管理体制等に課題を抱えており、未だ改善が見られない。協会として

は、本調査の結果も共有しつつ、環境への負荷を低減する形態への改善を要求していき

たいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


